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 国�協⼒によるILCの�現をめざすILC国���チーム(IDT)は、プロジェクトの現状を��しILCの�現に向けた�題
を抽�するため、2022年、13�の科�者から構成される国�有識者��を��しました。このたび、同��がまとめ
た�の�告書が、7⽉に⾏われた国��来����員�(ICFA)で発�されました。ICFAは�エネルギー���の��と
�⽤における国�協⼒の促�を⽬的に�立された��で、�界の研���の⾸�レベルが�員を�めています。IDTは
2020年にICFAによって�立され、�期的に�告を⾏なっています。

 同�告書では、ILC��の��と現状や、「グローバルプロジェクト」というものについて、また、これまでの国�
⼤型���プロジェクトについての��が⾏われました。

 グローバルプロジェクトとしては、国��������(ITER)と、SKA電波�����が�り上げられています。
ITERは⽶国と旧ソ�の⾸����が発�となるトップダウンの��でした。⼀�のSKAは科�コミュニティの�り�み
から�まったものです。同�告書では、���に共�するポイントとして、科�コミュニティの活動を��するととも

に、���現に必�となる政�的プロセスの��を�えるための政�レベルの��が��から�在したことを挙げてい

ます。

 これまでの国�⼤型�����については、国�協⼒プロジェクトとして��された��であっても、それらは当�

１つの研��のプロジェクトとして開�され、ホスト研��から��への��が呼びかけられた、という��が⽰され

ています。現在、ILCのパートナー��国が⽇�からの��の呼びかけを待っているという状況は従来の�����の
成り立ちの��であり、�告書では、ILCは従来の⼤型�����とは異なり、��からグローバルに�める�の��
であると��されています。⼀�で、⽇�政�はホスト国や��サイトはパートナー間の�し�いで決�すべきである

との立場をとっていることが⽰�されるとしています。��前�のためには「グローバル・プロジェクト」の�義の�

識共有が重�であり、そのために、�期的な政�レベルの��が開�されることが�められる、と��しています。

 �告書はまとめとして、�年7⽉から開�されたILCテクノロジーネットワーク(ITN)のような国�協⼒が、�期的な
政�レベルの��が開�されるきっかけとして�立つ可�性を指�しています。

 国�リニアコライダー （International Linear Collider�ILC）は、地下�100メートルの
トンネルに��する�来型電�・陽電�衝����です。�界��エネルギーまで「電�」と

その�粒�「陽電�」を正��の�向からそれぞれ��状に��して正⾯衝�させ、そこから

�き�こされる�粒���を研�します。ILCの��は、��の⾃��則と��の�まりの�
の��を⽬指します。�界の�粒�物理研�者は、�に��すべき���は、ヒッグス粒�を

⼤量に⽣成して測�を⾏う「ヒッグス・ファクトリー」であると��しています。ILCは�も
��が成�したヒッグス・ファクトリー���として�界から�現が期待されています。

ILCとは？



ILC理解増進のため
の寄付

 KEKでは、国�リニアコライダー��を�さまに
�くご理�頂く活動に⽤いるため、�附金へのご協

⼒をお願いしています。これまでも�くのご賛同を

いただき、⼤�ありがとうございます。

 このたび、KEKの地元、つくばの�味しいものを
��品とした�付キャンペーンを開�しました。

 �１�の�別��品は「�粒�珈�」ドリップ

パック6個セットです。KEKの��と��の�い
５種�の�粒�フレーバーブレンドと、�売品の

「ILCブレンド」の6種�のドリップパックをセット
にして、��ギフトとして��いたします。

 �さまから頂きました�附はILC���現に向け
た��活動に活⽤させて頂きます。ご�援のほど

よろしくお願いいたします。

ILCの物理学

ヒッグス粒�と

ダークマター

 この��の95%は�たちがまだ知らない成�でできてい
ることがわかっています。正体不�なことから「ダークマ

ター（�黒物�）」「ダークエネルギー（�黒エネルギ

ー）」と呼ばれます。これら正体不�の成�が�在するこ

とは、��を�測することで��されました。
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電�と陽電�の衝�の�果、⾒えない粒�が

⽣成されたことがわかる © ひっぐすたん

「�粒�珈�」はつくば�の「もっくん珈�」との

コラボレーションで�⽣しました

���研���の���⼀郎�授 
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 ダークマターは物�なので�粒�であると�えらます。

このダークマター粒�の�量が軽い場�、ヒッグス粒�か

らダークマター粒�に��する可�性があります。ILCは
電�と陽電�という�粒�同⼠を衝�させるため��な�

�が�きません。エネルギー・�動量の保�則を使うこと

で、�測できなかった成�、つまりダークマターがあると

いうことがわかるのです。 

 �����でも「ダークマター」の��が�みられてい

ます。しかし、���を使った��は、電�気⼒を�して

�粒�を�測するので、電�気⼒と��しないダークマタ

ーを��⾒つけることはできません。 しかし、ILCでは間
�的にダークマターの�測が可�なのです。
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「KEKのひと」で
���⼀郎�授

を�� 

 KEKウェブサイトでは、KEKの活
動に�しみを持っていただくため、

KEKで働く�をフィーチャーする
「KEKのひと」を��しています。

「KEKのひと」で���⼀郎�授を��

 KEKで���の研�開発に�わって34年。���研����授の���⼀郎さんは、�周波�
という⾃�の研��野について「地味だけど、これがないと（���体が）��に動かない」と

⾃負しています。��さんがその��から、これからの���研�や若い�代に期待すること

とは�ご��に�きました。

 55回⽬となる�回は、ILC���
開発のキーパーソンである、��

�⼀郎�授のインタビュー�事が

掲�されています。


